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■人口構造の変化
●少子化による現役世代の減少と平均寿命が延びることによる高齢化が進むことで，
「たけのこ（A型）」社会から「竹とんぼ（Ｔ型）」社会に

出典）●1975（昭和50年） 昭和50年国勢調査（総理府）を基に保健福祉局で作成
●2015（平成27年）以降 福岡市の将来推計人口（平成24年3月）[福岡市]

実績値 推計値

1975(昭和50)年
【48年前】 100.2万人

10.4人で支える社会

●65歳以上の高齢者1人を20～64歳の

2015(平成27)年
【7年前】 152.5万人

2025(令和7)年
【2年後】 159.2万人

2040(令和22)年
【17年後】 160.1万人

2.9人で支える社会 2.3人で支える社会 1.7人で支える社会

4



5



6

年

億円

保険料基準月額
（円/人・月）
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男性は約９年間の差

女性は約12年間の差

女性男性



～要介護状態になった主な原因（福岡市）～

出典：平成25年度福岡市高齢者実態調査報告書をもとに作成

脳血管疾患 27.7％
心臓病 7.5％
糖尿病 4.9％

脳血管疾患 13.4％
心臓病 5.5％
糖尿病 2.4％

転倒などによる骨折 13.4％
腰痛症 7.6％
骨粗しょう症 5.2％
リウマチ以外の関節疾患 3.8％

腰痛症 6.2％
転倒などによる骨折 4.5％
リウマチ以外の関節疾患 1.9％
骨粗しょう症 1.3％

男性

女性
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全国40の市町村と共同し、30万人の高齢者を
対象に調査し、全国の大学や国立研究所に所
属する研究者が分析に取り組んでいます。

皆さんが「健康で長生きをするためには？」
だけでなく、「健康長寿のまちをつくるために
は？」についても考えています。

9



0 0.5 1 1.5
月1～3回

ほぼ毎日

【同居者以外の他者との交流】

1.4倍
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助け合いや情報交換が活発な地域に住む人
は、そうでない地域に住む人と比べ・・・

要介護状態になりにくいと言えます。
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